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11月1日（金）、連合2025春季生活闘争
中央討論集会が開催され、加盟組織から約600
名が参加しました。
連合の芳野友子（よしの ともこ）会長は、

「2025闘争は2023、2024闘争からの流れを
社会の隅々まで浸透させ、動き始めた賃金、
経済、物価を安定した巡航軌道に乗せることで

その後、「2025春季生活闘争基本構想」を
受け、航空連合から、三浦副事務局長がこれまで
の議論経緯をふまえ「2030年の訪日外国人観光
客6,000万人達成にむけて航空関連産業が担う
役割は大きく、人材の確保・育成・定着が極めて
重要」「労働諸条件向上の取り組みに加え、適切
な価格転嫁・適正取引を労働組合の立場から推進
していく」と発言しました。
今後も航空連合一丸となって2025春闘の取り

組みを加速していきます！ 討論集会で発言する
三浦副事務局長

新たなステージを定着させる」と2025春闘に向けた力強い決意を
表明しました。

連合 芳野会長
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